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 本校の前身旧制二中出身の赤﨑勇氏がノーベル物理学賞を受賞されたことは，本校にとって大きな喜びでした。

その大先輩の自叙伝「青い光に魅せられて」-青色LED開発物語-(日本経済新聞出版社)が，書店で大人気だそうで

す。図書館には５冊揃えています。この機会にぜひ読んで，偉大な業績に触れてください。 

さて，10月27日～11月9日は全国読書週間です。朝読書の時間や一日の少しの時間を 

見つけて読書をすることは，あなたの成長の大きな糧になります。ブックディレクターの 

幅允孝(はばよしたか)氏は10月19日付け朝日新聞紙上で，「思いも寄らない感情に襲われ 

て打ちひしがれたとき，耐える力は身につくと思う」と述べ，本を読むことで「比べられ 

るいくつかの感情」を知り，「選び取る道も増える」と言っています。 

  読書はあなたを進化させるでしょう。さあ，図書館へどうぞ。 

 

読んでみよう！世界の初恋物語 
「林檎の樹」 (ゴールズワージー著/新潮社) イギリス 

   初老の男アシャーストは，銀婚式の 

  日の小旅行で，若い日の恋を思い出す。 

  かつて花咲く林檎の樹の下で，農場の 

  娘ミーガンと将来の約束をしたのだ。 

  しかし彼は偶然の重なりで，その約束 

  を破ってしまう。純粋で美しい少女は 

  どうなったのか？ 

  

 「みずうみ」 (シュトルム著/岩波書店) ドイツ 

    ラインハルトは高等教育を受けるため 

  故郷を離れていき，彼が恋した幼なじみ 

  のエリーザベトは，友人の妻となる。若 

  き日のはかない恋と後日談を抒情豊かに 

  描く名作。 

         「はつ恋」 (ツルゲーネ 

         フ著/新潮社) ロシア 

          16歳のウラジミール 

         は，年上の令嬢ジナイーダと出会い， 

         初恋に夢中になる。しかし，ある夜 

         彼女のところへ忍んで行く男を目撃 

         する。それは何と意外な人物だった。 

  

         「野菊の墓」 (伊藤左千夫/新潮社)  

         日本 

          あまりに有名な初恋物語。15歳 

         の政夫と17歳の民子はいとこ同士。 

         純粋な恋は，大人たちに隔てられ， 

         政夫は学校へ行くため故郷を離れ， 

         民子は嫁に行くが，悲劇が訪れる。 

         涙なしには読めない名作小説。 

 

 

新着図書紹介(10月前半まで) 

■ 調べ学習に 

  環境白書平成26年版（環境省） 

  ＴＰＰの何が問題か（天笠啓介） 

  フロイトとユング（小此木啓吾） 

  千年企業の大逆転（野村進） 

  ポケットに草間。（草間彌生） 

  ７つの習慣・ティーンズ（ｼｮｰﾝ･ｺｳﾞｨｰ） 

  戦争の条件（藤原帰一） 

  天声人語 2012.7-12，2013.1-6，7-12，2014.1-6  

  （朝日新聞論説委員会） 

  志望理由書のルール・文系編，理系編（神崎史彦） 

  志望理由書の書き方・看護医療技術系（神崎史彦） 

  「志望理由書・小論文」の超キホン講座（石橋知也） 

■  読み物・小説  

疾風ロンド(東野圭吾) 

  明日の子供たち(有川浩) 

  櫻子さんの足下には死体が埋まっている③～⑤ 

  (太田紫織) 

  海がきこえる①～②(氷室冴子) 

  続・終物語（西尾維新） 

悲業伝(西尾維新) 

  少年陰陽師①～⑦（結城光流） 

  考えるヒント①～③（小林秀雄） 

  人生の鍛錬（小林秀雄） 

  ソードアートオンライン⑮（川原礫） 

  ディズニーおもてなしの神様が教えてくれたこと 

  （鎌田洋） 

  タラ・ダンカン⑪上・下（ｵﾄﾞｩﾜﾝ=ﾏﾐｺﾆｱﾝ） 

  銀翼のイカロス（池井戸潤） 

  ホーキング，自らを語る（ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ﾎｰｷﾝｸﾞ） 

  すえずえ（畠中恵） 
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「資本主義の終焉と歴史の危

機」 (水野和夫著/集英社)  

資本主義は終わるのか？経済の

閉塞を乗り越え，新たなシステム

の構築を示唆する書。 

「嘘と絶望の生命科学」 (榎木英介著/

文藝春秋)ＳＴＡＰ細胞騒動で明らかに

なった研究不正事件は,なぜ起きるのか。

生命科学研究の現状と問題をリポートす

る。 

 

「世界はなぜ月をめざすのか」 

(佐伯和人著/講談社) 世界各国

は月を支配し，開発して資源を利用

しようと競争を始めている。月探査

計画の最新情報を知ろう。 

「航空管制官はこんな仕事をし

ている」 (園山耕司著/交通新

聞社) 衛星やレーダーなどの最

先端技術を駆使して，空の安全に

携わる航空管制官の仕事とは？ 

「ビクトール・フランクル 絶望の果てに光

がある」 (諸富祥彦著/KKベストセラー

ズ)  「夜と霧」の著者である心理学者フラ

ンクルの言葉を，現代の状況に置き換えて，

分かり易く解説した本。苦境の時こそ読んで

ほしい。 

「話は８割捨てるとうまく伝わ

る」(樋口裕一著/青春出版社) 

話がうまく伝わらない理由は

何か，手短にズバリ伝えるには

どうしたらよいのか。 

「名人」 (梅佳代著/静山社) 写真家

梅佳代が，色々な職業の名人を取材し

た写真文集。文章が面白い！草津熱帯

園の箇所から本文を一部抜粋してみ

よう。 

「歩いていると遠くの檻の中に人影

が。２センチくらいにしか見えんかっ

たけどハンサムの予感がして大急ぎ

で近づくとエリマキキツネザルをお

世話しているハンサム飼育員でした。

かっこよすぎて目がハートになりま

した。」 

「ことばはいらない」 (ジョンソン祥

子著/新潮社) 著者が撮った幼い

息子と愛犬の写真集。言葉はなくて

も心が通い合う姿がほほえましい。 

「みんなのうた」 (重松清著/角川

書店) 東大を目指して上京したも

のの，夢破れて故郷に帰るレイコさ

ん。傷心の彼女を迎える故郷の

人々。彼女はそこで何を見つけるの

か。 

「妖琦庵夜話」①～③ (榎田ユウリ

著/角川書店) 妖しく恐くて面白

い３冊。①その探偵，人にあらず 

②空蝉の少年 ③人魚を喰らう者 

「給食のおにいさん」 (遠藤彩見著/幻

冬舎) 給食調理員として働くすご腕料理

人の主人公。子供嫌いな彼が問題を抱える

生徒達を，給食で救おうと奮闘する。笑い

と感動の食育小説。 


